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モデルのUI

• 前回奥原先生にご指摘頂いたシステムそのもののデ
ザインについて紹介します 

• アドバイス等あれば是非おねがいしますm(_ _)m



システム草案
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新規特許案興味ある技術ワード

ここでの文書は文法的な正
確さより価値の高さを重視
する単語列を生成すること



モデルのコンセプト
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価値の導入案

• 案１：この損失関数に価値の変数を加える 

• 案２：アルゴリズム部に価値を考慮したロジック導入 

• 案３：マルチモーダルでキーワードと特許パラメータを入力
とする（ユーザが使うときどうするか考慮しなければならない） 

• 案４：M1で作った特許価値を含む単語重みを利用する

• ここでSは単語列
生成モデルの損失関数



何かアドバイスあれば
お願いします


